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　ハワイ州議会の上院及び下院の開会式では、友
好訪問団が来賓として紹介され、長年にわたる両
県州の友好交流に議場から温かい拍手が送られま
した。
　県議会主催の「感謝の集い」で来賓のジョージ・
アリヨシ元州知事は「大切なのは日本とアメリカ
が友好関係にあること。それはトップの話ではな
く、このような個人個人のつながりが最も大切で
ある」と述べられました。
　姉妹提携３５周年記念式典では、中尾議長とハワ
イ州議会の上院・下院両議長が、県議会と州議会

の国際友好親善促進の盟約を確認する署名を行い、
今後の両県州のさらなる交流の深化を確認しまし
た。また、交流推進の功労者として、大牟田大蛇
山を世界に発信する会、県立水産高校、県議３名
（田中久也議員、藏内勇夫議員、原口剣生議員）が
表彰されました。
　この他、県人会の記念式典にも参加し、これま
で友好交流の懸け橋として活躍してこられた方々
に感謝の気持ちを伝えるとともに、県人会の皆さ
んとの交流を深めるなど、友好交流の促進に向け
た有意義な訪問となりました。

　
　

月
定
例
会
は
、　

月
１
日
に
招

１２

１２

集
さ
れ
、　

日
ま
で　

日
間
の
会
期

２０

２０

で
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
に
は
、
安
全
安
心
・
防

災
対
応
の
強
化
、
地
方
創
生
の
推

進
、
子
育
て
支
援
・
福
祉
の
充
実
に

取
り
組
む
た
め
の
「
平
成　

年
度
福

２８

岡
県
一
般
会
計
補
正
予
算
」
な
ど
予

算
議
案
２
件
、
旅
券
の
発
給
申
請
の

受
理
や
交
付
の
事
務
の
移
譲
や
所
要

の
規
定
の
整
備
を
す
る
た
め
の
「
福

岡
県
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
な
ど

条
例
議
案　

件
、
専
決
処
分
し
た
も

１５

の
に
つ
い
て
報
告
し
承
認
を
求
め
る

議
案
１
件
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結

に
関
す
る
議
案
９
件
、
そ
の
他
の
議

案
７
件
、
計　

件
の
議
案
が
提
出
さ

３４

れ
ま
し
た
。

　

審
議
に
当
た
っ
て
は
、
知
事
の
政

治
姿
勢
、
防
災
対
策
、
福
祉
問
題
、

農
林
水
産
問
題
、
教
育
問
題
、
新
県

立
美
術
館
構
想
な
ど
県
政
全
般
に
わ

た
り
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。

　

審
議
の
結
果
、
提
出
さ
れ
た
議
案

　

件
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
原
案

３４の
と
お
り
可
決
、承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
９
月
定
例
会
に
お
い
て
決

算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
閉
会

中
に
審
査
さ
れ
た
平
成　

年
度
決
算

２７

関
係
議
案　

件
に
つ
い
て
も
認
定
、

２０

ま
た
は
原
案
可
決
及
び
認
定
さ
れ
ま

し
た
。（
決
算
特
別
委
員
会
の
審
査

内
容
に
つ
い
て
は
、
６
面
に
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ

い
。） 定

例
会
の
概
要

平
成
二
十
八
年
十
二
月

　１月１７日から２４日まで８日間の日程で、中尾正幸議長を団長とする福岡県議会ハワイ州議会友好訪問
団が小川洋知事及び市町村、経済界等の方々とともに、米国ハワイ州を訪問しました。
　今回の訪問は、昭和５６年９月の福岡県とハワイ州の姉妹提携締結及び昭和５７年１月の本県議会とハワ
イ州議会の国際友好親善促進の盟約締結から３５周年を迎え、改めて交流の機運醸成を図る節目とするた
め記念事業を行うとともに併せてハワイの県人会周年記念式典などに参加するため訪問したものです。

ニイハウ島
カウアイ島

オアフ島

モロカイ島

ラナイ島

カホオラゥエ島

マウイ島

ハワイ島

●リフエ

カウアイ福岡県人会

●ホノルル

●ヒロ●コナ

ハワイ島福岡県人会(ヒロ)

ハワイ福岡県人会

コナ福岡県人会

福福岡岡県県ととハハワワイイ州州はは
姉姉妹妹提提携携3355周周年年をを迎迎ええままししたた

福岡県とハワイ州は福岡県とハワイ州は　　　　　　　　
姉妹提携35周年を迎えまし　　姉妹提携35周年を迎えましたた

福岡県とハワイ州は
姉妹提携35周年を迎えました

　1885年にハワイ王朝と明治政府との間で締結され

た労働条約による官約移民が始まり、この年、福岡県

人最初の移民149人が渡航しました。

　1894年までの官約移民約29,000人のうち福岡県

人は全体の約7.5%、2,100人余であり、1894年以降

も多くの方々がハワイへ移住しました。

　移住した方々は、異なる環境の中で、幾多の困難を

乗り越え、日系アメリカ人としてハワイ社会の発展に

貢献してきました。

　その後、福岡県を故郷に持つ方々やその子孫で福岡

県人会が組織され、長年にわたり本県とハワイの懸け

橋として非常に大きな役割を果たしてこられました。

　そうした中で、昭和55年9月、アロハウィークフェ

スティバルへの博多祇園山笠参加や福岡物産展の開催

により、両県州の友好促進の機運が盛り上がり、翌年

の姉妹提携締結へ大きく動き出すこととなりました。

ハワイ移民から始まった友好交ハワイ移民から始まった友好交流流
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代表質問から※ここに掲げている質問は、代表質問の一部を抜粋したものです。

自
民
党
県
議
団

自
民
党
県
議
団

自
民
党
県
議
団

吉
村  

悠  

議
員

民
進
党
・
県
政
県
議
団

民
進
党
・
県
政
県
議
団

民
進
党
・
県
政
県
議
団

仁
戸
田  

元
氣  

議
員

公
明
党

公
明
党

公
明
党高

橋  

雅
成  

議
員

緑
友
会

緑
友
会

緑
友
会堀  

大
助  

議
員

Ｑ　

人
と
動
物
の
共
通
感
染

症
・
薬
剤
耐
性
菌
対
策
な
ど

「
ワ
ン
ヘ
ル
ス
」に
関
す
る
世
界

獣
医
師
会
と
世
界
医
師
会
の

第
２
回
国
際
会
議
が　

月　

、

１１

１０

　

日
に
北
九
州
市
で
開
か
れ

１１た
。
知
事
は
会
議
で
得
ら
れ

た
知
見
を
ど
の
よ
う
に
活
用

し
て
い
く
の
か
。

Ａ　
ア
ジ
ア
初
と
な
る
会
議
に

は
世
界　
カ
国
、
６
０
０
名
を

３１

超
え
る
獣
医
師
と
医
師
が
参

加
し
、
大
成
功
だ
っ
た
。
成
果

と
し
て
本
県
の
名
を
冠
し
た

「
福
岡
宣
言
」が
採
択
さ
れ
、ワ

ン
ヘ
ル
ス
の
理
念
が
実
践
段
階

に
進
む
こ
と
は
誠
に
意
義
あ
る

こ
と
だ
と
受
け
止
め
て
い
る
。

今
後
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
じ

て
共
通
感
染
症
対
策
や
ワ
ン
ヘ

ル
ス
の
理
念
を
広
く
県
民
に
伝

え
、
さ
ら
に
は
九
州
・
山
口
各

県
及
び
政
令
市
等
保
健
所
設

置
市
な
ど
で
構
成
す
る
連
絡

会
議
な
ど
を
通
じ
て
会
議
の

成
果
が
広
く
活
用
さ
れ
る
よ

う
努
め
て
い
く
。

Ｑ　

２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

向
け
、
ジ
ュ
ニ
ア
ア
ス
リ
ー
ト

が
県
外
に
流
出
し
て
い
る
現

状
と
、
ジ
ュ
ニ
ア
期
の
ト
ッ
プ

ア
ス
リ
ー
ト
育
成
に
対
す
る

県
の
支
援
に
つ
い
て
、
知
事
に

尋
ね
る
。

Ａ　

ジ
ュ
ニ
ア
ア
ス
リ
ー
ト
が

県
外
に
流
出
す
る
こ
と
は
、
本

県
競
技
力
の
向
上
を
図
る
上

で
の
課
題
。
本
県
か
ら
数
多

く
の
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ア
ン
が
誕
生
し
世
界
の
舞
台

で
活
躍
す
る
こ
と
は
、
県
民
の

皆
さ
ま
に
元
気
や
感
動
を
、
後

に
続
こ
う
と
す
る
人
た
ち
に

夢
や
希
望
を
与
え
る
も
の
で
あ

る
。
世
界
の
舞
台
で
活
躍
す
る

本
県
ゆ
か
り
の
ア
ス
リ
ー
ト
が

一
人
で
も
多
く
誕
生
す
る
よ

う
、
関
係
機
関
や
団
体
の
皆
さ

ま
の
意
見
も
伺
い
な
が
ら
、
ジ

ュニ
ア
ア
ス
リ
ー
ト
に
対
し
、
来

年
度
か
ら
、
よ
り
積
極
的
な

支
援
が
で
き
る
よ
う
検
討
を

進
め
る
。

Ｑ　

新
松
山
地
区
に
お
け
る

新
た
な
工
業
団
地
の
造
成
に

つ
い
て
知
事
に
明
快
な
見
解

を
求
め
る
。

Ａ　

新
松
山
臨
海
工
業
団
地

は
、
陸
海
空
の
交
通
の
結
節
点

と
い
う
好
立
地
に
あ
り
、
昨
年

４
月
の
分
譲
開
始
以
降
、
今
年

８
月
ユニ
・
チ
ャ
ー
ム
プ
ロ
ダ
ク

ツ
社
と
立
地
協
定
を
締
結
し
、

残
り
の
土
地
も
複
数
の
企
業

か
ら
問
い
合
わ
せ
が
あ
る
。
今

年
４
月
の
東
九
州
自
動
車
道

の
宮
崎
ま
で
の
全
線
開
通
以

降
、
沿
線
の
工
業
団
地
で
は
企

業
の
立
地
が
進
み
、
本
年
度
の

北
部
九
州
の
設
備
投
資
計
画

を
見
る
と
、
対
前
年
度
比　

・
１２

９
％
増
で
、
全
国
（
同
７
・
３

％
増
）
を
上
回
る
水
準
と
な
っ

て
い
る
。
引
き
続
き
現
団
地
の

残
り　

㌶
の
早
期
完
売
を
目

２４

指
し
て
い
く
と
と
も
に
、
新
た

な
工
業
団
地
を
造
成
す
る
こ

と
と
し
、
来
年
度
か
ら
造
成
に

必
要
な
調
査
・
設
計
と
地
盤
改

良
を
開
始
し
た
い
。

Ｑ　

知
事
は
先
の
９
月
議
会

で
、
次
期
福
岡
県
総
合
計
画
の

策
定
に
当
た
っ
て
は
個
別
計
画

ご
と
に
総
括
と
検
証
を
行
う

考
え
を
明
ら
か
に
し
た
。
次

期
総
合
計
画
と
合
わ
せ
て
来

年
度
に
開
始
す
る
個
別
計
画

は
何
本
か
。

Ａ　

行
政
分
野
ご
と
に
策
定

す
る　
の
個
別
計
画
の
う
ち
法

３６

令
等
の
制
約
を
受
け
ず
、
県
独

自
に
期
間
設
定
で
き
る
の
は　
１０

本
。
こ
の
う
ち
総
合
計
画
と

実
施
計
画
が
一
致
す
る
３
計

画
、「
農
業
・
農
村
振
興
基
本

計
画
」
と
一
体
化
す
る
林
業
、

水
産
業
の
２
計
画
、
合
計
５
本

が
来
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
る
。

残
る
５
本
の
う
ち
長
期
的
な

観
点
で
策
定
さ
れ
る
２
計
画

を
除
き
、
来
年
度
で
実
施
期

間
が
終
了
す
る「
青
少
年
健
全

育
成
総
合
計
画
」「
環
境
総
合

基
本
計
画
」「
生
物
多
様
性
戦

略
」
の
３
計
画
は
次
の
計
画
期

間
を
４
年
に
短
縮
す
る
こ
と

を
検
討
し
て
い
る
。

Ｑ　

被
災
地
へ
の
職
員
派
遣

等
の
改
善
に
つ
い
て
知
事
に
問

う
。

Ａ　

熊
本
地
震
発
生
後
に
県

職
員
を　

月
１
日
現
在
で
延

１２

べ
４
１
７
９
人
派
遣
。
今
後

は
、
被
災
地
で
ニ
ー
ズ
の
的
確

な
把
握
と
市
町
村
等
と
の
調

整
を
行
う
役
付
き
職
員
と
、

応
急
対
応
に
従
事
す
る
職
員

の
名
簿
を
、
毎
年
度
、
あ
ら
か

じ
め
整
備
。
災
害
時
の
派
遣

に
備
え
、
常
日
頃
か
ら
心
の
準

備
を
促
し
、
研
修
を
行
う
。

支
援
物
資
に
つ
い
て
、
現
在
、

国
に
被
災
地
で
の
ニ
ー
ズ
が
リ

ア
ル
タ
イ
ム
に
発
信
さ
れ
る
全

国
統
一
の
支
援
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
要
望
。
県
民
か
ら
の
支

援
物
資
の
受
け
付
け
や
仕
分

け
、
搬
送
な
ど
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
協
力
を
求
め
る
仕
組
み
も

検
討
す
る
。
市
町
村
職
員
の

派
遣
で
県
は
明
確
な
役
割
分

担
に
基
づ
く
派
遣
職
員
の
新
た

な
ル
ー
ル
作
り
を
行
う
よ
う
九

州
地
方
知
事
会
に
意
見
を
出

し
て
い
る
。

Ｑ　

新
・
福
岡
県
立
美
術
館
基

本
構
想
検
討
委
員
会
が
何
を
重

点
に
議
論
し
た
の
か
。
ま
た
、

福
岡
市
は
現
・
県
立
美
術
館
の

存
続
を
前
提
に
「
須
崎
公
園
地

区
基
本
計
画
」
を
練
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
が
、
県
と
福
岡

市
で
ど
の
よ
う
な
協
議
を
し
た

の
か
。
教
育
長
に
尋
ね
る
。

Ａ　

検
討
委
員
会
で
は
、
近
年

の
美
術
表
現
や
美
術
館
活
動
の

状
況
、
美
術
館
に
求
め
ら
れ
る

新
た
な
役
割
を
踏
ま
え
て
の

新
し
い
コ
ン
セ
プ
ト
、
新
・
県
立

美
術
館
が
持
つ
べ
き
特
徴
、
施

設
整
備
の
基
本
方
針
、
地
方
創

生
や
地
域
活
性
化
に
お
け
る

美
術
館
の
役
割
な
ど
、
前
回
の

報
告
に
は
な
か
っ
た
検
討
が
な

さ
れ
て
い
る
。
須
崎
公
園
に
つ

い
て
福
岡
市
か
ら
事
前
に
、
県

立
美
術
館
部
分
を
除
き
、
再

整
備
を
図
っ
て
い
く
方
針
と
の

説
明
を
受
け
て
い
る
。
な
お
、

新
・
県
立
美
術
館
を
須
崎
公
園

に
建
設
す
る
こ
と
は
決
定
し
て

い
な
い
。

Ｑ　

健
康
づ
く
り
と　

歳
現

７０

役
社
会
づ
く
り
へ
の
知
事
の

展
望
と
決
意
を
尋
ね
る
。

Ａ　

社
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
な
ど
で
活
躍
し
続
け
ら
れ

る
「　

歳
現
役
社
会
」
の
実
現

７０

に
は
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
、
生

き
生
き
と
自
分
ら
し
く
暮
ら

し
て
い
け
る
健
康
づ
く
り
の
取

り
組
み
が
必
要
。
県
は
、
健

康
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
な
ど
に
よ

る
情
報
の
提
供
、ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
運
動
器
症
候

群
）
予
防
の
普
及
啓
発
、
生
活

習
慣
病
予
防
に
取
り
組
む
市

町
村
の
支
援
を
し
て
い
る
。
一

方
、　

歳
現
役
応
援
セ
ン
タ
ー

７０

の
利
用
者
か
ら
は
「
働
く
こ
と

で
健
康
に
な
っ
た
」
と
いっ
た
声

が
寄
せ
ら
れ
、
仕
事
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
で
活
躍
し
続
け
る

こ
と
が
健
康
に
も
つ
な
が
っ
て

い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
今

後
も
県
民
の
健
康
の
維
持
・
増

進
と　

歳
現
役
社
会
づ
く
り

７０

に
取
り
組
み
、
新
し
い
長
寿
社

会
の
モ
デ
ル
を
全
国
に
広
げ
た

い
。

Ｑ　

県
発
行
の
冊
子
「
子
育
て

応
援
団
」
は
子
ど
も
の
ネ
ッ
ト

依
存
の
弊
害
を
紹
介
し
、
テ

レ
ビ
、
ビ
デ
オ
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー

ム
を
長
時
間
視
聴
し
な
い
よ

う
促
し
て
い
る
。
し
か
し
今

や
、
ス
マ
ホ
育
児
の
時
代
で
あ

り
、
ス
マ
ホ
し
な
が
ら
の
育
児

に
も
注
意
が
必
要
。「
子
育
て

応
援
団
」
の
文
章
の
改
訂
を
し

て
は
ど
う
か
。

Ａ　

県
は
、
子
ど
も
の
発
達
段

階
に
応
じ
た
接
し
方
、
家
庭
に

お
け
る
し
つ
け
な
ど
を
掲
載
し

た
冊
子
「
子
育
て
応
援
団
」
を

作
成
し
、
そ
の
中
で
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
含
む
携
帯
端
末
に

つ
い
て
、
親
が
過
度
に
使
う
こ

と
に
よ
る
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

不
足
、
子
ど
も
の
成
長
に
与
え

る
悪
影
響
、
子
ど
も
が
ゲ
ー
ム

で
遊
ぶ
場
合
に
時
間
を
制
限

す
る
ル
ー
ル
の
必
要
性
な
ど
を

掲
載
し
て
い
る
。
よ
り
明
確
に

す
る
た
め
、
次
回
の
改
訂
時
に

は
携
帯
端
末
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
明

示
す
る
。

Ｑ　

読
書
時
間
が
ゼ
ロ
と
い

う
小
中
学
生
が
多
い
現
状
を

踏
ま
え
、
子
ど
も
の
読
書
活

動
を
ど
う
広
げ
て
い
く
か
教

育
長
に
問
う
。

Ａ　

読
書
の
楽
し
さ
や
面
白

さ
を
味
わ
わ
せ
、
読
書
習
慣
を

身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
本
県
の
学
校
で
は

「
全
校
一
斉
読
書
」
に
継
続
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後

は
、
目
標
と
す
る
読
書
量
を
設

定
さ
せ
る
な
ど
、
さ
ら
に
推
進

す
る
。
自
分
が
読
ん
だ
本
の

良
さ
を
友
達
と
紹
介
し
合
い

「
ど
の
本
を
一
番
読
み
た
く
な

っ
た
か
」
を
投
票
す
る
手
法
の

活
用
な
ど
、
読
書
へ
の
興
味
関

心
を
喚
起
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
展
開
す
る
。
併

せ
て
、
公
立
図
書
館
、
読
書
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
等
と
連
携
し
、
読
書
活
動
の

意
義
や
効
果
を
広
く
周
知
し

て
い
く
。

Ｑ　

北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
問

題
へ
の
認
識
及
び
、
全
面
解
決

を
目
指
し
県
民
啓
発
を
図
る

た
め
の
県
の
取
り
組
み
と
知

事
の
決
意
を
問
う
。

Ａ　

わ
が
国
に
対
す
る
明
確

な
主
権
侵
害
で
あ
り
、
国
民
の

生
命
と
安
全
に
関
わ
る
重
大

な
問
題
で
あ
る
と
同
時
に
、
人

権
、
人
道
上
の
由
々
し
き
問
題

で
も
あ
る
。
私
自
身
、
５
人
の

被
害
者
の
帰
国
に
携
わ
り
「
拉

致
被
害
者
支
援
法
」の
立
法
化

も
担
当
。
知
事
就
任
後
は
毎

年
、
拉
致
被
害
者
の
家
族
に
よ

る
講
演
会
や
写
真
・
パ
ネ
ル
展

の
開
催
等
を
通
じ
、
県
民
に
広

く
こ
の
問
題
を
知
っ
て
も
ら
う

よ
う
努
め
て
き
た
。
北
朝
鮮

人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
で

は
、
新
た
に
政
府
の
拉
致
問
題

対
策
本
部
と
共
催
し
、
啓
発
の

た
め
の
集
い
を
開
催
。
併
せ

て
、
若
者
に
関
心
を
持
っ
て
も

ら
う
た
め
県
立
学
校
や
特
別

支
援
学
校
等
に
啓
発
ポ
ス
タ
ー

を
配
布
。
一
日
も
早
い
解
決

に
向
け
、
県
民
と
共
に
国
に
働

き
掛
け
を
行
う
な
ど
積
極
的

に
取
り
組
む
。

Ｑ　

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対

し
ど
の
よ
う
な
防
疫
対
策
を

講
じ
て
い
る
か
。

Ａ　

県
内
の
養
鶏
農
家
は
１

８
１
戸
あ
り
、
４
７
０
万
羽
の

鶏
が
飼
養
さ
れ
、
現
在
の
と
こ

ろ
、
ど
の
施
設
も
異
常
は
確
認

さ
れ
て
い
な
い
。
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
は
感
染
力
の
強
い
家
畜
伝

染
病
で
あ
る
た
め
、「
発
生
の

予
防
」「
迅
速
・
的
確
な
初
動
防

疫
」
が
重
要
な
対
策
と
な
る
。

発
生
予
防
に
つ
い
て
は
、
県
内

の
全
て
の
養
鶏
農
家
に
、
農
場

の
消
毒
、
人
・
車
両
の
立
入
制

限
な
ど
を
定
め
た
飼
養
衛
生

管
理
基
準
の
順
守
を
指
導
。

初
動
防
疫
は
８
月
に
、
防
疫

協
定
を
締
結
し
て
い
る
県
獣
医

師
会
な
ど
関
係
団
体
と
実
地

で
防
疫
演
習
を
し
た
。　

月
１１

　

日
の
青
森
県
で
の
発
生
を
受

２８け
、
翌
日
に
は
庁
内
の
関
係
各

課
に
関
係
団
体
を
加
え
た
防

疫
連
絡
会
議
を
開
き
、
他
県
の

発
生
状
況
に
つ
い
て
の
情
報
共

有
を
図
る
と
と
も
に
飼
養
衛

生
管
理
の
徹
底
を
行
っ
た
。

Ｑ　

児
童
生
徒
の
安
全
な
通

学
を
保
障
す
る
た
め
の
、
県

内
主
要
通
学
路
の
対
策
進
行

状
況
と
通
学
対
策
に
つ
い
て

教
育
長
に
問
う
。

Ａ　

平
成　

年
度
通
学
路
緊

２４

急
合
同
点
検
で
報
告
さ
れ
た

危
険
箇
所
は
１
９
１
５
カ
所

で
あ
っ
た
。
ハ
ー
ド
面
の
対
策

は
、
路
肩
の
拡
幅
や
信
号
機
の

設
置
等
が
行
わ
れ
、
現
在　
カ
４２

所
を
残
し
て
い
る
。
ソ
フ
ト
面

の
対
策
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等

に
よ
る
見
守
り
運
動
の
強
化
や

通
学
路
の
変
更
等
の
対
策
が

行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
道
路

環
境
は
変
化
す
る
の
で
、
危
険

箇
所
の
追
跡
調
査
や
安
全
対

策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
等
の

取
り
組
み
を
継
続
す
る
と
と

も
に
、
今
後
も
関
係
機
関
と

連
携
し
、ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面

か
ら
対
策
を
行
う
。
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代表質問を終えて 会派を代表して行われた代表質問について、
各会派が分かりやすく説明します。

自
民
党
県
議
団

民
進
党
・
県
政
県
議
団

公
明
党

緑
友
会

　

冒
頭
、
先
に
北
九
州
市
で
開
催
さ
れ
た
世
界
獣
医
師
会
・
世

界
医
師
会
「
ワ
ンヘ
ル
ス
」
に
関
す
る
国
際
会
議
に
つい
て
知
事
に

質
し
、
日
本
獣
医
師
会
藏
内
会
長
と
日
本
医
師
会
横
倉
会
長
を

は
じ
め
と
す
る
関
係
の
皆
さ
ま
の
ご
尽
力
に
よ
り
本
県
の
名
を

冠
し
た「
福
岡
宣
言
」が
採
択
さ
れ
た
こ
と
等
、
大
成
功
と
な
っ

た
こ
と
に
敬
意
を
表
し
、
感
謝
す
る
と
の
答
弁
を
得
ま
し
た
。

　

ジ
ュニ
ア
ア
ス
リ
ー
ト
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
県
内
に
お
い
て
最

適
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
え
る
環
境
が
整
っ
て
い
る
こ
と
が
理
想

と
の
考
え
と
本
県
ゆ
か
り
の
ア
ス
リ
ー
ト
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
は

じ
め
世
界
の
舞
台
で
活
躍
す
る
よ
う
支
援
を
強
化
す
る
と
の
答

弁
を
得
ま
し
た
。

　

新
松
山
地
区
に
お
け
る
新
た
な
工
業
団
地
の
造
成
に
つ
い
て

必
要
性
を
質
し
、
北
九
州
・
京
築
地
域
の
振
興
の
た
め
、
新
た
な

工
業
団
地
を
造
成
す
る
と
の
答
え
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
子
ど
も
医
療
費
支
給
制
度
の
改
正
に
つい
て
、
知
事
か

ら
現
状
の
説
明
と
今
後
定
期
的
に
医
療
費
デ
ー
タ
を
取
得
し
、

改
正
前
と
の
比
較
分
析
を
行
っ
て
い
く
と
の
回
答
を
得
ま
し
た
。

　

新
県
立
美
術
館
に
向
け
て
の
取
り
組
み
に
つい
て
は
、
こ
れ
ま

で
実
効
性
の
あ
る
動
き
を
と
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
基
本
構

想
実
現
に
係
る
業
務
に
つい
て
は
来
年
度
か
ら
知
事
部
局
に
移
管

す
る
方
向
で
教
育
委
員
会
と
協
議
す
る
と
の
答
え
を
得
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
中
山
間
地
域
の
農
業
振
興
や
畜
産
農
家
へ
の
支
援

策
等
を
知
事
に
質
し
、
前
向
き
な
答
弁
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
県
の
保
育
施
設
等
整
備
交
付
金
な
ど
が
、
長
年
、
最
も
低

い
Ｄ
ラ
ン
ク
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
改
善
を
質
し
、
知
事
か
ら

「
早
急
に
交
付
基
準
が
見
直
さ
れ
る
よ
う
国
に
強
く
要
請
を
続

け
る
」と
の
回
答
を
得
ま
し
た
。

　

次
期
総
合
計
画
に
合
わ
せ
た　
の
個
別
計
画
の
期
間
見
直
し

３６

に
つ
い
て
、
知
事
は
、
総
合
計
画
と
実
施
期
間
が
一
致
の
３
計

画
、「
農
業
・
農
村
振
興
基
本
計
画
」と
一
本
化
す
る
林
業
、
水

産
業
の
２
計
画
、
合
計
５
計
画
を
来
年
度
か
ら
実
施
す
る
と

し
、
来
年
度
で
実
施
期
間
終
了
の
「
青
少
年
健
全
育
成
総
合
計

画
」な
ど
３
計
画
に
つい
て
、「
次
の
期
間
を
４
年
に
短
縮
し
、
総

合
計
画
と
の
整
合
性
を
図
る
よ
う
検
討
し
て
い
る
」と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　

防
災
体
制
に
つ
い
て
、市
町
村
か
ら
、熊
本
地
震
の
際
、「
県
と

連
携
し
て
派
遣
す
る
仕
組
み
が
事
前
に
あ
れ
ば
、
よ
り
円
滑
に

対
応
で
き
た
」、「
他
の
ル
ー
ト
か
ら
の
派
遣
要
請
の
可
能
性
が
予

想
さ
れ
た
」と
の
意
見
が
あ
っ
た
た
め
、
知
事
か
ら
、「
九
州
市
長

会
、九
州
地
区
町
村
会
長
会
と
の
間
で
、明
確
な
役
割
分
担
に
基

づ
く
職
員
派
遣
の
新
た
な
ル
ー
ル
作
り
を
行
う
よ
う
、
九
州
地
方

知
事
会
に
意
見
を
出
し
て
い
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
、
ど
の
よ
う

な
新
し
い
ル
ー
ル
と
な
る
の
か
、今
後
、議
会
で
質
し
て
い
き
ま
す
。

　

新
・
県
立
美
術
館
に
つい
て
、
知
事
は
、
大
濠
、
舞
鶴
両
公
園

の
エ
リ
ア
を「
候
補
地
の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
」と
、
候
補
地

を
議
会
で
初
め
て
言
及
し
ま
し
た
。

　

日
本
は
世
界
に
先
駆
け
て
超
高
齢
社
会
と
い
う
未
知
の
社
会

に
向
か
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
伴
い
、
社
会
の
考
え
方
や
シ
ス
テ
ム
の

変
革
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
、
福
岡
県
は
平
成　

年
か
ら
「
福
岡
県　

歳
現

２３

７０

役
社
会
づ
く
り
」の
構
想
を
進
め
、
平
成　

年
４
月
に「
福
岡
県

２４

　

歳
現
役
応
援
セ
ン
タ
ー
」
を
福
岡
市
内
に
開
設
し
ま
し
た
。

７０
　

歳
現
役
社
会
づ
く
り
の
意
義
や
理
念
、
実
績
を
確
認
す
る
と

７０と
も
に
、
高
齢
者
の
健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
と
結
び
つ
け
た

取
り
組
み
を
求
め
ま
し
た
。

　

公
明
党
福
岡
県
議
団
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
い
方
と
健
康

問
題
と
の
関
連
な
ど
を
独
自
に
調
査
し
、
ス
マ
ホ
依
存
の
実
態

や
睡
眠
・
読
書
の
時
間
の
減
少
、
肩
こ
り
・
視
力
低
下
な
ど
の
健

康
被
害
な
ど
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
調
査
結
果
を
も
と

に
ス
マ
ホ
の
マ
イ
ナ
ス
面
へ
の
注
意
喚
起
や
読
書
運
動
の
さ
ら
な

る
取
り
組
み
な
ど
を
訴
え
、
県
は
推
進
を
約
束
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
九
州
の
公
明
党
が
挙
げ
て
進
め
て
い
る
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
産
業
化
に
つ
い
て
も
質
問
、
県
に
よ
る
推
進

を
確
認
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
一
環

と
し
て
Ｚ
Ｅ
Ｈ
（
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ハ
ウ
ス
）

の
推
進
、
市
町
村
に
お
け
る
中
小
企
業
振
興
条
例
の
制
定
支

援
、
東
日
本
大
震
災
の
原
発
い
じ
め
問
題
、
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー

の
事
故
対
策
な
ど
を
質
問
し
、
県
か
ら
前
向
き
な
答
弁
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
大
き
く
３
つ
の
点
を
大
方
針
と
し
、
質
問
に
臨
み
ま

し
た
。

　

ま
ず
、
①
来
年
度
予
算
編
成
を
控
え
た
議
会
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
点
を
踏
ま
え
た
質
問
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選

を
は
じ
め
と
し
た
国
際
情
勢
の
変
化
な
ど
の
諸
要
因
を
踏
ま

え
、
来
年
度
予
算
編
成
を
い
か
に
行
っ
て
い
く
の
か
質
し
た
と
こ

ろ
、
知
事
か
ら
は
、
本
県
経
済
への
影
響
な
ど
を
踏
ま
え
、
適
切

に
対
応
し
て
い
く
と
の
姿
勢
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
②
時
機
に
即
し
た
問
題
や
緊
急
性
の
高
い
課
題
と
し

て
、　

月
に
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
が
あ
る
こ
と
か

１２

ら
も
拉
致
問
題
へ
の
啓
発
の
取
り
組
み
を
、
ま
た
、
流
行
期
を

迎
え
る
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
す
る
防
疫
体
制
、
本
年
度
が
最

終
年
度
で
あ
る「
農
業
・
農
村
振
興
基
本
計
画
」の
次
期
計
画
の

基
本
的
考
え
方
、
外
国
人
観
光
客
の
増
加
に
伴
う
レ
ン
タ
カ
ー

事
故
や
観
光
事
業
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
対
策
、
事
故
頻
発
を
受
け

て
の
通
学
路
の
安
全
対
策
な
ど
に
つい
て
質
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
③
将
来
を
見
据
え
た
大
局
的
な
質
問
、
今
の
う
ち

か
ら
取
り
組
む
べ
き
政
策
と
し
て
、
県
産
農
林
水
産
物
の
輸
出

拡
大
、
巨
大
化
す
る
自
然
災
害
に
備
え
る
た
め
の
高
潮
対
策（
ソ

フ
ト
・ハ
ー
ド
両
面
）、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
や
フェ
リ
ー
を
利
用
し
た
観
光
振

興
、
商
店
街
の
活
性
化
、
働
き
方
改
革
と
し
て
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
の
進
捗
状
況
、
薬
物
乱
用
の
根
絶
に
向
け
た
取
り
組
み

な
ど
に
つい
て
質
し
ま
し
た
。

提出された議案

可決された意見書

可決された意見書
○安心な社会保障と強い地域経済を構築するための
財政措置を求める意見書
○鳥獣被害防止対策の充実を求める意見書
○骨髄移植ドナーに対する支援の充実を求める意見
書
○適格都道府県センター訴訟制度の拡大を求める意
見書

　平成２８年１２月定例会では議案３４件が提出
され、いずれも原案のとおり可決、または承認
されました。
○予算議案　２件
　・平成２８年度福岡県一般会計補正予算（第４号）
　・平成２８年度福岡県流域下水道事業特別会計補正

予算（第１号）
○条例議案　１５件
　・福岡県職員の給与に関する条例等の一部を改正

する条例の制定について
・福岡県特別職の職員の給与等に関する条例の一
部を改正する条例の制定について

　・福岡県事務処理の特例に関する条例の一部を改
正する条例の制定について

　・福岡県県債条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

　・地方活力向上地域における福岡県税の不均一課
税に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

　・福岡県個人番号の利用及び特定個人情報の提供
に関する条例の一部を改正する条例の制定につ
いて

　・福岡県特定非営利活動促進法施行条例の一部を
改正する条例の制定について

　・福岡県立アジア文化交流センター条例の一部を
改正する条例の制定について

　・福岡県都市公園条例の一部を改正する条例の制
定について

　・福岡県教育委員会事務処理の特例に関する条例
の一部を改正する条例の制定について

　・福岡県警察関係手数料条例の一部を改正する条
例の制定について

　・筑豊自動車運転免許試験場技能試験コース使用
料条例の一部を改正する条例の制定について　
など

○専決処分したものについて報告し承認を求める議
案　１件
○工事請負契約の締結に関する議案　９件
○その他の議案　７件
　・当せん金付証票の発売について
　・福岡県立あまぎ水の文化村の指定管理者の指定

について
　・福岡県障害者就労支援ホームあけぼの園及び福

岡県立北九州勤労青少年文化センターの指定管
理者の指定について　など

本会議場で弔意
　１０月２７日、三笠宮崇仁親王殿下が薨去されました。

　１２月１日、議事に先立ち、議長が衷心より深く悼み、

お悔やみ申し上げました。
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一
般
質
問
か
ら

※

こ
こ
に
掲
げ
て
い
る
質
問
は
、

　

一
般
質
問
の
一
部
を
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。

 
伊
豆
議
員　

児
童
相
談
所
の
施
設
整

備
な
ど
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ　

宗
像
児
童
相
談
所
は
来
年
度
前
半

ま
で
に
基
本
設
計
等
を
行
い
、
平
成　
３０

年
度
中
に
竣
工
予
定
。
相
談
・
支
援
業

務
は
竣
工
後
速
や
か
に
、
一
時
保
護
業

務
は　

年
度
当
初
の
開
始
予
定
で
進
め

３１

て
い
る
。
新
た
に
一
時
保
護
所
を
併
設

し
、
少
人
数
の
居
室
を
複
数
設
け
る
。

一
時
保
護
業
務
の
開
始
に
当
た
り
、
必

要
な
人
員
を
新
た
に
配
置
す
る
。
ま

た
、
久
留
米
児
童
相
談
所
に
施
設
構
造

上
の
問
題
が
あ
り
、
最
優
先
課
題
と
し

て
対
応
策
を
ま
と
め
る
。
他
の
相
談
所

も
検
証
を
進
め
る
。

 
阿
部
議
員　

カ
キ
養
殖
に
つ
い
て
宗

像
漁
協
津
屋
崎
支
所
に
対
す
る
指
導
と

今
年
の
成
育
状
況
は
。

Ａ　
カ
キ
養
殖
は
収
益
性
が
高
く
、
県

は
希
望
す
る
漁
業
者
と
共
に
導
入
を
進

め
て
い
る
。
津
屋
崎
で
も
平
成　

年
度

２４

か
ら
地
元
の
県
立
水
産
高
校
と
連
携

し
、
養
殖
イ
カ
ダ
の
構
造
な
ど
を
検
討
。

イ
カ
ダ
を
豊
前
海
よ
り
小
型
化
し
、
下

に
つ
る
す
カ
キ
の
密
度
を
低
減
す
る
こ

と
で
品
質
も
良
く
、
生
産
量
も
確
保
で

き
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
れ

を
受
け
、
漁
協
で
は
今
年
度
か
ら
養
殖

を
開
始
。
現
在
、
成
長
、
身
入
り
と
も

順
調
と
伺
っ
て
い
る
。

 
野
原
議
員　

超
高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン

ド
未
整
備
地
域
の
解
消
に
つ
い
て
伺

う
。

Ａ　

離
島
・
過
疎
地
域
な
ど
民
間
事
業

者
に
よ
る
整
備
が
す
ぐ
に
は
期
待
で
き

な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。
国
は
こ
う
し
た

地
域
を
抱
え
る
地
方
公
共
団
体
に
は
補

助
金
に
加
え
、
過
疎
債
や
辺
地
債
な
ど

交
付
税
措
置
の
あ
る
有
利
な
起
債
に
よ

る
手
厚
い
支
援
制
度
を
設
け
て
い
る
。

県
は
市
町
村
に
対
し
支
援
制
度
を
広
く

紹
介
す
る
な
ど
、
き
め
細
か
く
支
援
し

て
き
た
。
県
内
に
は
支
援
制
度
の
対
象

と
な
ら
な
い
未
整
備
地
域
も
あ
り
、
国

に
必
要
な
制
度
改
正
を
要
望
し
て
い

く
。

 
中
牟
田
議
員　

運
転
免
許
を
返
納
し

た
高
齢
者
の
生
活
維
持
に
社
会
全
体
で

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
知
事
の
見
解

は
。

Ａ　

県
は
こ
れ
ま
で
も
公
共
交
通
対

策
、
生
活
支
援
対
策
、
警
察
に
よ
る
交

通
安
全
対
策
を
総
合
的
に
実
施
。
今
年

度
か
ら
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
バ
ス
新
路
線
開
設

の
補
助
率
を
引
き
上
げ
た
。
今
後
は
市

町
村
域
を
越
え
た
広
域
運
行
に
も
取
り

組
む
。
生
活
支
援
で
は
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
日
常
生
活
相
談
や
訪
問
介

護
員
に
よ
る
買
い
物
代
行
な
ど
を
支

援
。　

月
に
部
局
横
断
的
に
連
絡
会
議

１０

を
設
置
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
取
り
組
む
。

 
桐
明
議
員　

生
徒
数
が
減
少
し
て
い

る
地
域
で
は
将
来
的
に
地
元
の
県
立
高

校
の
存
続
を
危
惧
す
る
声
も
聞
か
れ

る
。
地
域
に
お
け
る
県
立
高
校
の
在
り

方
を
尋
ね
る
。

Ａ　
こ
れ
か
ら
の
県
立
高
校
は
私
立
高

校
と 
切  
磋  
琢  
磨 
し
つ
つ
、
学
力
を
向
上

せ
っ 
さ 
た
く 
ま

さ
せ
、
生
徒
の
進
路
志
望
を
実
現
す
る

と
い
う
県
民
の
期
待
に
応
え
る
と
と
も

に
、
学
校
行
事
や
部
活
動
の
充
実
な
ど
、

中
学
生
が
進
学
し
た
い
と
思
う
学
校
づ

く
り
が
必
要
。
県
教
育
委
員
会
は
そ
の

た
め
の
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
き
た

い
。
な
お
現
時
点
で
新
た
な
統
廃
合
の

計
画
は
持
っ
て
い
な
い
。

 
西
元
議
員　

東
九
州
自
動
車
道
の
開

通
以
来
、
県
は
京
築
地
域
の
た
め
に
ど

う
取
り
組
ん
だ
の
か
。

Ａ　

京
築
地
域
で
は
県
と
地
元
２
市
５

町
に
よ
る
「
京
築
連
帯
ア
メ
ニ
テ
ィ
都
市

圏
推
進
会
議
」を
創
設
し
、
地
域
ブ
ラ
ン

ド
戦
略
を
進
め
て
き
た
。
重
要
無
形
民

俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
神
楽
な
ど
、

京
築
ブ
ラ
ン
ド
は
着
実
に
定
着
し
つつ
あ

る
。
全
線
開
通
を
高
速
道
や
航
空
機
を

利
用
し
た
誘
客
の
絶
好
の
機
会
と
捉

え
、
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
へ
の
京
築
神
楽

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
配
置
、
航
空
機
内
誌
へ

の
観
光
情
報
掲
載
な
ど
に
取
り
組
ん

だ
。

 
井
上
議
員　
「
博
多
祇
園
山
笠
行
事
」

「
戸
畑
祇
園
大
山
笠
行
事
」
が
ユ
ネ
ス
コ

無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
を

受
け
、
伝
統
文
化
の
継
承
に
対
す
る
支

援
に
つ
い
て
聞
く
。

Ａ　
こ
れ
ら
の
祭
り
は
国
の
重
要
無
形

民
俗
文
化
財
。
県
で
は
適
切
な
保
存
と

継
承
の
た
め
、
保
存
団
体
への
助
言
や
技

術
的
支
援
等
を
行
っ
て
き
た
。
今
後
も

支
援
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
登
録
を

契
機
と
し
て
、
郷
土
の
誇
り
で
あ
る
こ

れ
ら
の
祭
り
行
事
に
対
し
、
公
開
・
活
用

の
た
め
の
新
た
な
補
助
メ
ニュ
ー
の
創
設

に
つい
て
国
に
働
き
掛
け
て
い
く
。

 
大
田
議
員　

福
岡
前
原
道
路
の
Ｅ
Ｔ

Ｃ
増
設
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

Ａ　

料
金
収
入
は
今
後
も
増
加
が
見
込

ま
れ
、
将
来
の
債
務
償
還
に
大
き
な
影

響
を
与
え
な
い
こ
と
。
福
岡
西
料
金
所

で
料
金
を
一
体
徴
収
し
て
い
る
福
岡
北

九
州
都
市
高
速
道
路
公
社
と
の
調
整
も

整
っ
た
こ
と
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
福

岡
西
及
び
前
原
の
両
料
金
所
に
Ｅ
Ｔ
Ｃ

レ
ー
ン
を
上
下
線
に
１
基
ず
つ
、
合
わ
せ

て
４
基
増
設
し
、
平
成　

年
度
の
供
用

３０

開
始
を
目
指
す
こ
と
を
決
定
し
た
旨
、

県
道
路
公
社
か
ら
報
告
を
受
け
た
。
県

は
引
き
続
き
公
社
に
、
一
日
も
早
い
増

設
を
指
導
し
て
い
く
。

 
岳
議
員　

訪
問
歯
科
診
療
の
充
実
を

図
る
た
め
の
県
の
取
り
組
み
は
。

Ａ　

６
か
所
の
郡
市
区
歯
科
医
師
会
が

「
在
宅
歯
科
医
療
連
携
室
」
を
設
置
し
、

訪
問
歯
科
診
療
に
つ
な
げ
て
い
る
。
ま

た
、
全
て
の
郡
市
区
歯
科
医
師
会
が
、

会
員
が
共
同
で
利
用
で
き
る
訪
問
歯
科

用
の
医
療
機
器
を
配
備
し
て
い
る
。
県

歯
科
医
師
会
は
介
護
支
援
専
門
員
を
対

象
と
す
る
研
修
会
な
ど
を
開
催
。
県
は

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
財
政
的
支
援
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
も
歯
科
医
師
会
な

ど
関
係
団
体
と
連
携
し
、
訪
問
歯
科
診

療
の
一
層
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

 
塩
川
議
員　

県
障
害
者
文
化
祭
は
県

民
文
化
祭
と
比
べ
内
容
も
予
算
も
違
い

過
ぎ
る
。
障
害
者
文
化
祭
を
も
っ
と
充

自民党
県議団
自民党
県議団
自民党
県議団

井上 博行 議員

中牟田 伸二 議員西元 　健 議員

野原 隆士 議員岳　 康宏 議員 桐明 和久 議員

　　 　　 　　阿部 弘樹 議員

伊豆 美沙子 議員

塩川 秀敏 議員 大田 　満 議員

 
神
﨑
議
員　

田
川
地
域
を
活
用
し
た

医
療
福
祉
機
器
開
発
の
支
援
策
を
打
ち

出
す
べ
き
で
あ
る
。

Ａ　

医
療
福
祉
機
器
産
業
は
、
今
後
成

長
が
見
込
ま
れ
る
分
野
で
あ
る
。
昨
年

度
か
ら
福
岡
県
立
大
学
が
開
催
す
る

「
福
祉
用
具
研
究
会
」に
参
画
し
、
県
内

企
業
や
地
域
の
病
院
・
福
祉
施
設
と
最

新
の
福
祉
機
器
に
関
す
る
情
報
交
換
を

し
て
い
る
。
今
後
は
福
岡
県
立
大
学
と

の
連
携
を
強
化
し
、
県
内
企
業
の
福
祉

機
器
開
発
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
く
。

ま
た
、
開
発
し
た
機
器
は
地
域
で
実

証
・
評
価
を
す
る
な
ど
田
川
地
域
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
最
大
限
活
用
し
て
取
り

組
む
。

 
椛
島
議
員　

子
ど
も
た
ち
の
体
験
活

動
の
充
実
に
向
け
て
、
市
町
村
を
ど
の

よ
う
に
支
援
し
て
い
く
の
か
。

Ａ　

県
は「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」を
開

設
し
て
い
る
市
町
村
を
財
政
的
に
支

援
。
親
元
を
離
れ
て
共
同
生
活
を
し
な

が
ら
学
校
へ
通
う
「
通
学
合
宿
」に
取
り

組
む
市
町
村
に
は
財
政
支
援
に
加
え
、

社
会
教
育
主
事
が
運
営
に
関
わ
る
な
ど

人
的
支
援
も
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
各

地
域
で
体
験
活
動
を
担
う
指
導
者
の
実

技
・
指
導
方
法
等
の
研
修
会
を
開
催
。

今
後
も
教
育
委
員
会
と
連
携
し
て
市
町

村
を
支
援
し
、
充
実
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

 
小
河
議
員　

新
規
就
農
者
の
交
流
と

農
業
後
継
者
の
支
援
に
つ
い
て
。

Ａ　

県
は
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
ご
と
に

市
町
村
や
農
業
団
体
と
連
携
し
て
「
新

規
就
農
者
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
、
新
規

就
農
者
が
地
域
に
溶
け
込
め
る
よ
う
支

援
し
て
い
る
。
農
業
後
継
者
に
は
就
農

講
座
、
個
別
現
地
巡
回
な
ど
技
術
・
経

営
指
導
の
実
施
と
水
田
や
園
芸
農
業
に

つい
て
は
機
械
・
施
設
の
導
入
経
費
を
助

成
。
国
は
親
元
で
の
就
農
で
も
一
定
の

条
件
の
も
と
に
青
年
就
農
給
付
金
を
交

付
。
国
の
制
度
、
県
の
取
り
組
み
を
最

大
限
活
用
し
、
農
業
後
継
者
を
育
成
し

て
い
く
。

緑友会緑友会緑友会

小河 誠嗣 議員

椛島 德博 議員

神﨑　 聡 議員

実
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ　

文
化
芸
術
は
、
障
害
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
心
の
豊
か
さ
や
相
互
理
解
を

も
た
ら
す
。
障
害
者
の
文
化
振
興
の
た

め
、
ま
ず
障
害
者
文
化
祭
の
活
動
を
県

民
文
化
祭
と
連
動
さ
せ
、
例
え
ば
、
県

民
文
化
祭
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
への
掲
載
、
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
へ
の
障
害
者
の
参

加
な
ど
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
障
害

者
の
芸
術
作
品
の
発
表
機
会
や
県
民
が

作
品
に
触
れ
る
機
会
を
増
や
し
て
い
き

た
い
。

　本会議の様子は、インターネットで
生中継と録画配信を行っています。パ
ソコンのほか、スマートフォンやタブ
レットでも見ることができます。
　録画配信は、生中継終了後２日程度
(土・日・祝日を除く )でご覧になれます。

議会中継はスマー
トフォンでもご覧
になれます！
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一
般
質
問
か
ら

※

こ
こ
に
掲
げ
て
い
る
質
問
は
、

　

一
般
質
問
の
一
部
を
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。

 
井
上
議
員　

県
が
ア
ク
ロ
ス
福
岡
で

毎
年
開
催
し
て
い
る
福
岡
県
伝
統
的
工

芸
品
展
の
規
模
を
拡
大
す
べ
き
と
考
え

る
が
、
知
事
の
見
解
を
問
う
。

Ａ　

９
月
の
展
示
会
に
は
県
内
七
つ
の

伝
統
的
工
芸
品
産
地
か
ら
約
２
０
０
点

が
展
示
さ
れ
た
。
魅
力
を
紹
介
す
る
い

い
機
会
に
な
っ
た
と
考
え
る
一
方
で
、
よ

り
充
実
さ
せ
る
点
も
あ
ろ
う
か
と
思

う
。
展
示
会
の
規
模
の
拡
大
は
、
小
規

模
の
事
業
所
が
非
常
に
多
く
、
事
業
所

の
外
で
の
活
動
が
難
し
い
と
いっ
た
課
題

も
あ
る
た
め
、
産
地
組
合
の
意
見
も
聞

き
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な
手
法
が
有
効

か
検
討
を
進
め
た
い
。

 
原
中
議
員　

違
法
伐
採
を
抑
止
す
る

「
合
法
木
材
利
用
促
進
法
」の
制
定
も
踏

ま
え
、
合
法
木
材
の
利
用
促
進
が
県
と

し
て
も
必
要
で
あ
る
。

Ａ　

合
法
木
材
利
用
促
進
法
は
、
違
法

伐
採
が
自
然
環
境
の
破
壊
や
地
球
温
暖

化
を
招
き
、
木
材
市
場
で
の
公
正
な
取

引
を
害
す
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

木
材
関
連
事
業
者
に
よ
る
合
法
伐
採
木

材
の
利
用
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
に

制
定
さ
れ
、
来
年
５
月
か
ら
施
行
さ
れ

る
。
現
在
、
国
で
具
体
的
な
運
用
に
つい

て
検
討
が
な
さ
れ
て
お
り
、
今
後
、
そ

の
情
報
を
収
集
し
、
県
と
し
て
必
要
な

対
応
を
検
討
す
る
。

 
田
辺
議
員　

白
血
病
に
有
効
な
骨
髄

移
植
の
ド
ナ
ー
を
め
ぐ
る
現
状
認
識
を

明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、
埼
玉
県
な
ど

８
都
府
県
の
よ
う
に
ド
ナ
ー
に
助
成
を

行
う
市
町
村
に
対
し
て
の
補
助
制
度
を

創
設
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

Ａ　

骨
髄
移
植
の
推
進
に
は
、
ド
ナ
ー

登
録
者
数
の
確
保
が
重
要
な
課
題
。
ド

ナ
ー
の
休
業
に
よ
る
経
済
的
負
担
の
軽

減
な
ど
を
目
的
に
助
成
制
度
を
創
設
す

る
市
町
村
や
、
こ
れ
に
補
助
す
る
８
都

府
県
の
動
き
は
承
知
し
て
い
る
。
制
度

を
設
け
て
い
る
都
府
県
に
お
け
る
運
用

の
実
態
、
そ
の
効
果
な
ど
に
つ
い
て
調
査

を
行
い
た
い
。

 
大
田
議
員　

市
町
村
が
財
政
上
の
理

由
な
ど
か
ら
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
へ

の
措
置
入
所
を
さ
せ
な
い
「
措
置
控
え
」

が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
実
態
調
査

し
、
必
要
に
応
じ
て
市
町
村
を
指
導
す

る
べ
き
だ
。

Ａ　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入
所
相
談

件
数
、
困
窮
し
て
い
る
高
齢
者
の
把
握

状
況
、
入
所
判
定
委
員
会
の
開
催
状
況

な
ど
、
入
所
措
置
に
関
す
る
調
査
を
実

施
し
、
措
置
控
え
が
疑
わ
れ
る
場
合
は

当
該
市
町
村
を
個
別
に
指
導
し
て
い

く
。
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
２
年
に
１

回
の
指
導
監
査
な
ど
の
機
会
に
措
置
控

え
が
な
い
か
も
把
握
す
る
。

 
佐
々
木
議
員　

市
町
村
に
よ
る
指
定

避
難
所
及
び
福
祉
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
作
成
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て

ど
う
取
り
組
む
か
。

Ａ　

熊
本
地
震
に
お
け
る
課
題
と
対
策

を
検
討
し
て
い
る
熊
本
地
震
検
討
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
検
討
結
果
を
踏
ま

え
、
指
定
避
難
所
運
営
マニュ
ア
ル
の
作

成
指
針
の
策
定
、
福
祉
避
難
所
運
営
マニ

ュ
ア
ル
の
作
成
指
針
の
見
直
し
を
年
度
内

に
行
う
。
そ
の
上
で
、こ
れ
ら
の
指
針
の

市
町
村
へ
の
配
布
や
説
明
会
等
を
実
施

し
、
全
市
町
村
が
作
成
指
針
に
基
づ
き

早
期
に
マ
ニュ
ア
ル
の
作
成
や
必
要
な
見

直
し
を
行
う
よ
う
促
す
。

 
渡
辺
議
員　

児
童
福
祉
法
で
は
政
令

市
も
児
童
自
立
支
援
施
設
の
設
置
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
県
内
の
施
設

は
県
立
福
岡
学
園
の
み
。
都
市
圏
に
お

い
て
保
護
が
必
要
な
子
ど
も
が
増
加
し

て
い
る
た
め
、
福
岡
、
北
九
州
の
両
政

令
市
に
独
自
の
施
設
を
設
置
す
る
よ
う

要
請
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

Ａ　

自
立
支
援
に
関
す
る
事
務
に
つ
い

て
両
政
令
市
と
の
間
で
協
定
を
結
ん
で

い
る
。
福
岡
学
園
の
入
所
定
員
は　

人
６０

だ
が
、
過
去
５
年
間
の
入
所
児
童
数
は

平
均
で　

人
を
下
回
っ
て
お
り
、
両
政

３０

令
市
に
設
置
を
要
請
す
る
状
況
に
は
な

い
と
考
え
る
。

 
野
田
議
員　

漁
業
や
林
業
の
分
野
で
、

加
工
や
販
売
に
取
り
組
む
女
性
へ
の
支

援
に
つ
い
て
。

Ａ　

県
で
は
、
本
年
度
か
ら
女
性
農
業

者
の
み
で
実
施
し
て
い
た
、
展
示
販
売

会
や
起
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
、
漁
業
者

や
林
業
者
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

加
工
し
た
商
品
や
販
売
先
な
ど
の
情
報

交
換
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
農
林

水
産
業
に
携
わ
る
女
性
の
方
々
が
、
女

性
の
視
点
や
発
想
を
活
か
し
て
起
業
す

る
こ
と
は
、
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
今

後
と
も
、
そ
の
活
動
が
広
が
る
よ
う
、

取
り
組
ん
で
ま
い
る
。

 
川
﨑
議
員　

玄
海
原
発
事
故
を
想
定

し
た
広
域
避
難
計
画
の
実
効
性
を
問

う
。
特
に
、
原
発
事
故
と
地
震
等
の
自

然
災
害
が
同
時
発
生
す
る「
複
合
災
害
」

が
十
分
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
。
熊

本
地
震
の
発
生
を
踏
ま
え
た
見
直
し
を

含
め
、
計
画
の
具
体
化
・
充
実
が
必
要

と
考
え
る
。

Ａ　

熊
本
地
震
に
つ
い
て
は
庁
内
関
係

部
局
で
構
成
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

の
検
討
結
果
や
国
の
原
子
力
災
害
対
策

指
針
等
の
改
定
状
況
を
踏
ま
え
、
必
要

に
応
じ
、
地
域
防
災
計
画
の
原
子
力
災

害
対
策
編
と
広
域
避
難
基
本
計
画
の
見

直
し
を
検
討
し
て
い
く
。

 
西
尾
議
員　

自
動
車
騒
音
・
振
動
対
策

と
暴
走
族
取
り
締
ま
り
、
速
度
違
反
対

策
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ　

環
境
基
準
を
超
え
る
箇
所
を
中
心

に
遮
音
壁
の
設
置
、
沿
道
への
植
栽
、
低

騒
音
舗
装
な
ど
の
対
策
を
実
施
。
加
え

て
、
騒
音
や
振
動
の
発
生
原
因
と
な
り

う
る 
轍 
や
段
差
を
補
修
し
て
い
る
。
爆

わ
だ
ち

音
走
行
す
る
暴
走
族
に
対
し
て
県
警
は

時
間
帯
、
場
所
を
分
析
し
た
上
で
、
徹

底
し
た
取
り
締
ま
り
を
実
施
し
て
い

る
。
速
度
違
反
は
重
点
的
に
取
り
締
ま

る
と
と
も
に
、
道
路
管
理
者
と
連
携

し
、
車
両
速
度
を
抑
制
す
る
た
め
の
道

路
環
境
の
整
備
に
も
努
め
て
い
る
。

 
松
下
議
員　

通
学
路
の
危
険
箇
所
に

つ
い
て
、
安
全
に
通
学
で
き
る
よ
う
に

入
学
前
の
合
同
点
検
を
市
町
村
教
育
委

員
会
に
働
き
掛
け
る
な
ど
、
安
全
対
策

の
推
進
を
問
う
。

Ａ　

通
学
路
の
合
同
点
検
は
学
校
や
地

域
の
状
況
に
応
じ
て
実
施
さ
れ
、
時
期

は
さ
ま
ざ
ま
だ
。
で
き
る
限
り
早
い
時

期
に
実
施
す
る
よ
う
市
町
村
に
指
導
し

て
い
く
。
本
県
で
は
登
下
校
中
の
交
通

事
故
発
生
件
数
は
減
少
傾
向
に
あ
る

が
、
他
県
の
重
大
事
故
も
踏
ま
え
、
関

係
機
関
と
連
携
し
、
道
路
環
境
の
変
化

に
応
じ
た
実
態
把
握
と
安
全
対
策
の
よ

り
一
層
の
推
進
に
努
め
る
。

 
大
塚
議
員　

ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
外
国
留

学
奨
学
金
の
継
続
と
対
象
者
の
拡
大
に

つ
い
て
。

Ａ　
こ
の
奨
学
金
は
、
県
内
の 
篤  
志  
家 

と
く 
し 

か

の
方
か
ら
の
３
億
円
の
寄
附
で
基
金
を

創
設
し
実
施
し
て
い
る
。
基
金
の
残
高

は
現
在
約
１
億
８
千
万
円
と
な
っ
て
お

り
、
今
後
、
毎
年
３
人
程
度
の
支
援
を

決
定
し
た
場
合
、
５
年
程
度
継
続
で
き

る
が
、
そ
の
後
の
制
度
継
続
に
は
広
く

寄
附
が
必
要
。
奨
学
金
の
趣
旨
や
実
績

を
広
報
す
る
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と
納

税
制
度
の
活
用
を
含
め
基
金
を
充
実
さ

せ
る
方
法
、
対
象
者
の
拡
大
に
つい
て
検

討
し
た
い
。

 
壹
岐
議
員　

福
岡
障
害
者
職
業
能
力

開
発
校
の
職
員
体
制
が
十
分
で
は
な
い

と
考
え
る
。
訓
練
生
に
対
す
る
支
援
体

制
を
手
厚
く
す
べ
き
。

Ａ　

障
害
者
校
で
は
、
生
活
指
導
員
や

保
健
師
資
格
を
持
つ
健
康
相
談
員
が
体

調
管
理
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
、
精

神
科
医
師
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
受
け

公明党公明党公明党

松下 正治 議員壹岐 和郎 議員

大塚 勝利 議員大城 節子 議員 西尾 耕治 議員

民進党･県政
県議団
民進党･県政
県議団
民進党･県政
県議団

大田 京子 議員 原中 誠志 議員 　　 　　 　　

田辺 一城 議員

川﨑 俊丸 議員

井上 博隆 議員佐々木 允 議員

渡辺 美穂 議員

野田 稔子 議員

 
山
口
議
員　

介
護
保
険
制
度
は
、
平

成　

年
４
月
に
見
直
し
が
行
わ
れ
、
要

２７
支
援
者
の
訪
問
介
護
、
通
所
介
護
の
保

険
外
し
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
か
ら

の
要
介
護
１
、
２
の
締
め
出
し
な
ど
に

よ
り
、
介
護
危
機
が
進
行
し
て
い
る
。

今
回
の
介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
に
つ

い
て
知
事
の
認
識
は
。

Ａ　

今
後
、
高
齢
化
の
一
層
の
進
展
に

伴
い
、
医
療
や
介
護
の
ニ
ー
ズ
の
増
加
が

見
込
ま
れ
る
。
地
域
に
お
け
る
介
護
の

体
制
や
、
介
護
保
険
制
度
の
持
続
可
能

性
を
確
保
す
る
た
め
、
今
回
の
見
直
し

が
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

日本
共産党
日本
共産党
日本
共産党

山口 律子 議員

さ
せ
医
療
機
関
や
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
相
談
機
関
に
つ
な
い
で
い

る
。
し
か
し
現
行
体
制
で
は
対
応
が
難

し
く
な
っ
て
い
る
。
支
援
体
制
を
強
化

す
る
た
め
、
精
神
保
健
福
祉
士
な
ど
専

門
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
る
。

 
大
城
議
員　

特
定
行
為
に
係
る
看
護

師
の
研
修
機
関
が
本
県
に
な
い
理
由
は

何
か
。
ま
た
、
福
岡
県
立
大
学
に
設
置

で
き
な
い
か
。

Ａ　

看
護
師
は
国
の
指
定
機
関
で
研
修

を
受
講
す
れ
ば
医
師
の
事
前
の
包
括
的

指
示
に
よ
り
特
定
行
為
を
行
え
る
制
度

が
昨
年
創
設
さ
れ
た
。
県
内
の
看
護
系

大
学
な
ど
に
研
修
機
関
の
設
置
を
働
き

か
け
て
い
る
が
、
医
師
の
確
保
、
協
力
施

設
の
調
整
な
ど
の
問
題
か
ら
、
設
置
に

は
至
っ
て
い
な
い
。
県
立
大
学
に
研
修
機

関
と
し
て
の
課
程
を
設
置
す
る
に
は
、

医
師
の
確
保
な
ど
検
討
す
べ
き
課
題
が

あ
り
、
大
学
と
よ
く
協
議
し
た
い
。



ふくおか県議会だより第21号 （6）2017年（平成29年）２月発行
　

平
成　

年
９
月
定
例
会
に
お
い
て
設

２８

置
さ
れ
た
決
算
特
別
委
員
会
で
は
、
議

会
の
監
視
機
能
を
発
揮
し
、
審
査
結
果

を
平
成　

年
度
予
算
に
反
映
さ
せ
る
た

２９

め
、
９
日
間
の
審
査
日
を
設
け
、
付
託

さ
れ
た
平
成　

年
度
福
岡
県
一
般
会
計

２７

決
算
な
ど　

件
の
議
案
に
つい
て
、
集
中

２０

審
査
方
式
に
よ
り
慎
重
に
審
査
を
行
い

ま
し
た
。

　

審
査
に
当
た
っ
て
は
、
二
元
代
表
制
の

趣
旨
を
踏
ま
え
、
県
政
の
重
要
課
題
を

中
心
に
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。
審
査
の
過
程
に
お
い
て
議
論
さ
れ

た
主
な
も
の
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
知
事
の
危
機
管
理
】

　

知
事
が　

月　

日
か
ら　

日
ま
で
入

１０

１０

１７

院
し
て
い
た
間
、
職
務
代
理
者
を
置
か

ず
、
ま
た
、
そ
の
間
の
所
在
を
幹
部
職

員
が
知
ら
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
、
委
員
か
ら
、
危
機
管
理
上
の
観
点

か
ら
の
厳
し
い
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
件
に
つ

い
て
、
知
事
か

ら
、
職
務
に
つ

い
て
自
ら
意
思

決
定
で
き
る
状

況
に
あ
り
、
携

帯
電
話
や
メ
ー

ル
等
で
職
員
に

対
し
指
揮
命
令

を
行
う
こ
と
が

で
き
る
と
判
断

し
、
そ
の
時
点
で
の
と
り
得
る
最
善
の

対
応
を
行
う
と
い
う
考
え
か
ら
、
事
前

に
職
務
代
理
を
置
く
こ
と
を
し
な
か
っ

た
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
が
、
委
員
か

ら
、
そ
の
認
識
に
問
題
が
あ
り
、
多
く

の
県
民
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
憶
測
と
不
信

感
を
持
た
れ
て
い
る
と
指
摘
が
あ
り
ま

し
た
。

　

知
事
か
ら
は
、
入
院
期
間
と
診
療
費

が
明
記
さ
れ
た
証
明
書
の
提
出
が
あ

り
、
そ
の
う
え
で
、
今
後
は
滞
在
先
を

明
ら
か
に
し
、
県
民
の
安
全
・
安
心
に
つ

い
て
不
安
を
招
く
こ
と
の
な
い
よ
う
、
危

機
管
理
に
全
力
を
尽
く
し
て
い
く
と
の

発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
引
き
続

き
、
所
管
の
常
任
委
員
会
等
に
お
い
て

議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

【
防
災
対
策
】

　

土
砂
災
害
に
係
る
本
県
の
防
災
体
制

に
つい
て
た
だ
さ
れ
、
平
常
時
か
ら
防
災

訓
練
等
を
通
じ
て
マ
ニュ
ア
ル
の
検
証
を

行
い
、
精
度
を
高
め
て
い
く
と
と
も
に
、

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
住
民
に
対
し

て
、
市
町
村
と
連
携
し
て
避
難
方
法
を

含
め
た
土
砂
災
害
の
危
険
性
を
周
知
し

て
い
く
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

【
交
通
政
策
】

　

交
通
政
策
基
本
法
の
基
本
理
念
を
ふ

ま
え
た
福
岡
県
交
通
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
の

取
り
組
み
に
つい
て
た
だ
さ
れ
、
次
期
ビ

ジ
ョ
ン
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
ア
ジ
ア
の

活
力
を
取
り
込
む
こ
と
、
生
活
交
通
の

確
保
、
災
害
に
強
い
イ
ン
フ
ラ
づ
く
り
な

ど
を
重
要
な
視
点
と
し
て
取
り
組
ん
で

ま
い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

【
保
健
医
療
政
策
】

　

国
民
健
康
保
険
の
県
運
営
化
に
向
け

た
取
り
組
み
を
た
だ
さ
れ
、
制
度
改
革

の
趣
旨
、
目
的
に
合
う
よ
う
、
課
題
に

真
正
面
か
ら
対
応
し
、
市
町
村
と
十
分

に
協
議
を
重
ね
な
が
ら
、
遺
漏
の
な
い

よ
う
準
備
を
進
め
て
い
く
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

【
環
境
政
策
】

　

Ｒ
Ｄ
Ｆ
発
電
事
業
の
今
後
の
県
の
方

向
に
つい
て
た
だ
さ
れ
、
知
事
か
ら
、
事

業
に
参
加
し
て
い
る
一
部
事
務
組
合
、

県
、
電
源
開
発
株
式
会
社
等
で
構
成
す

る
大
牟
田
リ
サ
イ
ク
ル
発
電
事
業
運
営

協
議
会
に
お
い
て
十
分
に
議
論
を
尽
く

し
、
今
後
の
方
向
に
つい
て
結
論
を
得
た

い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
委
員
か

ら
は
、
県
と
し
て
市
町
村
の
要
望
を
十

分
把
握
し
て
、
し
っ
か
り
と
対
応
し
て
い

く
よ
う
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
野
鳥
保
護
の
推
進
と
密
猟
等

に
対
す
る
取
り
締
ま
り
、
事
務
の
適
正

な
執
行
に
つ
い
て
た
だ
さ
れ
、
知
事
か

ら
、
速
や
か
に
全
て
の
飼
養
登
録
案
件
へ

の
立
入
検
査
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

県
民
に
対
し
て
違
法
な
捕
獲
や
飼
養
に

関
す
る
情
報
提
供
を
行
う
な
ど
の
取
り

組
み
を
着
実
に
実
行
し
、
よ
り
一
層
野

鳥
の
保
護
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

【
ス
ポ
ー
ツ
振
興
】

　

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
及
び
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
の
両
大
会
の
開

催
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
質
疑

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
執
行
部
か
ら
、
両

大
会
の
開
催
は
本
県
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

と
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ

り
、
今
後
関
係
機
関
と
連
携
を
密
に

し
、
議
会
と
一
体
と
な
り
、
県
を
挙
げ

て
キ
ャ
ン
プ
地
の
誘
致
や
機
運
の
醸
成

等
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

【
福
祉
政
策
】

　

熊
本
地
震
に
対
す
る
県
民
か
ら
の
支

援
物
資
の
状
況
と
対
応
に
つ
い
て
た
だ

さ
れ
、
知
事
か
ら
、
県
庁
内
に
設
置
し

て
い
る
熊
本
地
震
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
で
課
題
の
整
理
検
討
を
行
っ
て
お
り
、

ま
た
、
九
州
地
方
知
事
会
に
お
い
て
設

置
さ
れ
た
広
域
応
援
に
関
す
る
検
証
評

価
チ
ー
ム
の
検
討
結
果
な
ど
を
ふ
ま
え
、

県
民
か
ら
提
供
い
た
だ
い
た
支
援
物
資

を
円
滑
か
つ
速
や
か
に
被
災
地
に
つ
な

げ
て
い
け
る
よ
う
、
今
後
に
備
え
て
い
く

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

保
育
士
確
保
と
待
機
児
童
の
解
消
に

向
け
た
取
り
組
み
に
つい
て
は
、
知
事
か

ら
、
保
育
の
現
場
を
離
れ
て
い
る
潜
在

保
育
士
の
実
態
を
把
握
し
、
再
就
職
の

意
向
の
あ
る
保
育
士
の
方
々
に
対
し
て

県
保
育
士
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
き
め
細
か
な
支
援
を
行
い
、
現
場
復

帰
に
向
け
た
取
り
組
み
を
一
層
強
化
し

て
い
く
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
待
機

児
童
は
福
岡
都

市
圏
に
集
中
し

て
お
り
、
都
市

部
に
適
し
た
小

規
模
保
育
事
業

の
活
用
を
市
や

町
に
働
き
か
け

る
と
と
も
に
、

企
業
・
団
体
に

対
し
て
も
企
業

主
導
型
保
育
事
業
の
周
知
広
報
を
行
っ

て
活
用
促
進
を
図
り
、
待
機
児
童
の
早

期
解
消
を
目
指
し
て
い
く
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
児
童
相
談
所
の
職
員
配
置

と
施
設
の
充
実
に
つい
て
た
だ
さ
れ
、
急

激
に
増
加
し
て
い
る
児
童
虐
待
への
対
応

や
、
複
雑
な
課
題
を
抱
え
た
児
童
へ
の

き
め
細
か
な
支
援
な
ど
、
児
童
相
談
所

を
取
り
巻
く
状
況
の
変
化
に
的
確
に
対

応
で
き
る
よ
う
、
専
門
職
員
の
確
保
や

施
設
の
環
境
整
備
充
実
に
し
っ
か
り
取

り
組
ん
で
い
く
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。

【
農
林
水
産
政
策
】

　

本
県
農
業
の
競
争
力
を
高
め
る
た
め

の
方
策
に
つい
て
質
疑
が
行
わ
れ
、
農
産

物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
よ
る
農
家
の
所
得

拡
大
、
輸
出
拡
大
に
よ
る
販
路
の
拡
大
、

新
規
就
農
者
の
確
保
に
よ
る
担
い
手
の

育
成
な
ど
の
施
策
を
通
し
て
、
本
県
の

農
業
の
競
争
力
強
化
に
し
っ
か
り
取
り

組
ん
で
い
く
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
磯
の
密
漁
対
策
の
取
り
組
み

に
つい
て
た
だ
さ
れ
、
高
速
取
り
締
ま
り

船
の
配
備
と
、
国
や
近
隣
県
と
の
連
携

に
よ
り
密
漁
は
減
っ
て
い
る
状
況
に
あ

り
、
今
後
も
引
き
続
き
密
漁
対
策
に
し

っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
く
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

【
産
業
政
策
】

　

市
町
村
合
併
に
伴
う
商
工
会
の
機
能

の
維
持
、
強
化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
た

だ
さ
れ
、
県
と
し
て
経
営
指
導
員
の
資

質
向
上
の
た
め
の
取
り
組
み
を
行
う
と

と
も
に
、
施
設
運
用
な
ど
の
問
題
に
つい

て
は
、
地
域
の
実
情
を
し
っ
か
り
ふ
ま

え
、
国
の
制
度
改
革
が
必
要
な
も
の
は

国
に
改
正
を
求
め
て
い
く
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
北
九
州
・
京
築
地
域
に
お
け

る
企
業
誘
致
に
つい
て
た
だ
さ
れ
、
知
事

か
ら
、
当
該
地
域
に
大
き
な
雇
用
創
出

と
経
済
効
果
を
も
た
ら
す
大
規
模
な
企

業
誘
致
を
進
め
て
い
く
こ
と
は
重
要
な

課
題
で
あ
り
、
ま
ず
は
苅
田
町
の
新
松

山
臨
海
工
業
団
地
に
残
る　

㌶
に
つい

２４

て
企
業
誘
致
を
進
め
、
新
た
な
工
業
団

地
の
造
成
に
つ
い
て
は
、
企
業
の
設
備
投

資
の
動
向
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
な
が

ら
、
来
年
度
か
ら
着
手
す
る
か
ど
う
か

検
討
す
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

【
住
宅
政
策
】

　

老
朽
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
た
だ
さ

れ
、
空
き
家
特
措
法
に
基
づ
く
指
導
勧

告
、
略
式
代
執
行
な
ど
に
よ
っ
て
危
険

空
き
家
の
除
却
等
が
一
定
進
ん
で
い
る
。

略
式
代
執
行
の
跡
地
に
つい
て
は
、
所
在

者
不
明
の
跡
地
の
処
分
が
円
滑
に
進

み
、
そ
の
利
活
用
が
地
域
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
よ
う
、
関
係
団
体
と
協
議
を
行

い
、
早
急
に
検
討
し
て
い
く
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
木
造
住
宅
の
耐
震
化
の
取
り

組
み
に
つい
て
質
疑
が
行
わ
れ
、
県
が
行

っ
て
い
る
耐
震
診
断
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派

遣
や
耐
震
改
修
補
助
な
ど
の
取
り
組
み

の
さ
ら
な
る
周
知
を
図
る
た
め
、
市
町

村
や
関
係
団
体
と
連
携
す
る
と
と
も

に
、
長
期
優
良
住
宅
や
耐
震
機
能
の
高

い
木
造
住
宅
の
普
及
に
つ
い
て
も
し
っ
か

り
取
り
組
ん
で
い
く
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

【
教
育
行
政
】

　

県
立
学
校
指
定
物
品
の
選
定
に
あ
た

っ
て
の
保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
に

つ
な
が
る
取
り
組
み
と
、
学
校
に
対
す

る
入
札
に
よ
る
契
約
の
徹
底
に
向
け
て

の
指
導
に
つい
て
た
だ
さ
れ
、
学
校
指
定

物
品
に
つ
い
て
は
そ
の
必
要
性
を
十
分

精
査
し
て
見
直
し
を
図
る
と
と
も
に
、

公
正
、
適
切
な
手
続
き
の
も
と
で
保
護

者
負
担
の
軽
減
を
図
る
と
い
う
観
点
か

ら
、
あ
ら
た
め
て
学
校
徴
収
金
等
取
り

扱
い
マ
ニュ
ア
ル
の
順
守
に
向
け
た
指
導

を
徹
底
し
て
い
く
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
危
機
管
理
の
観
点
か
ら
の
、

県
立
学
校
に
お
け
る
災
害
時
や
緊
急
時

の
保
護
者
・
生
徒
に
対
す
る
情
報
伝
達

の
手
段
の
確
保
に
つ
い
て
た
だ
さ
れ
、
一

つ
一
つ
の
情
報
手
段
の
確
実
性
を
高
め
る

と
と
も
に
、
複
数
の
情
報
伝
達
手
段
を

組
み
合
わ
せ
て
確
保
す
る
こ
と
で
、
危

機
管
理
に
万
全
を
期
し
て
い
く
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

【
そ
の
他
】

　

知
事
の
政
治
姿
勢
、
職
員
住
宅
の
適

正
な
管
理
運
営
、
筑
豊
地
域
の
活
性
化

対
策
、
ウ
ー
マ
ン
ワ
ー
ク
カ
フェ
北
九
州
、

地
域
労
働
力
の
確
保
・
定
着
支
援
の
取

り
組
み
、
水
産
物
の
特
産
品
化
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
協
定
に
よ
る
本
県
農
林
水
産
業
へ
の

影
響
、
住
宅
確
保
要
配
慮
者
へ
の
住
宅

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
充
実
、
学
力
向

上
の
取
り
組
み
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て

質
疑
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

質
疑
終
了
後
、
付
託
を
受
け
た　

件
２０

に
つ
い
て
採
決
を
行
い
、
い
ず
れ
の
議
案

も
起
立
多
数
を
も
っ
て
認
定
、
ま
た
は

原
案
可
決
及
び
認
定
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。

◎井上　忠敏
　今林　　久
　吉松　源昭
　平井　一三
　川端　耕一
　井上　博行
　原中　誠志
　今井　保利
　佐々木　允
　高橋　雅成
　椛島　德博

○原竹　岩海
　縣　　善彦
　塩川　秀敏
　中牟田伸二
　吉村　　悠
　岳　　康宏
　堤　かなめ
　渡辺　美穂
　浜﨑　達也
　西尾　耕治
　高瀬菜穂子

　江藤　秀之
　阿部　弘樹
　板橋　　聡
　西元　　健
　浦　伊三夫
　大橋　克己
　大田　京子
　新開　昌彦
　吉武　邦彦

決算特別委員会委員

（◎は委員長、○は副委員長）

決
算
特
別
委
員
会
か
ら

審
査
日
程
：
10
月
5
日
、10
月
25
日
〜
11
月
4
日
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　１２月１日、本県議会の議員をは
じめ、九州各県議会の議員、九州
の財界人等を会員とする「九州の
自立を考える会」（会長：藏内勇夫
議員）の第１１回広域行政セミナー
が福岡市内で開催されました。
　今回のセミナーでは、元ＮＨＫ
のキャスターで、現在は法政大学
スポーツ健康学部の教授としてご
活躍の山本浩氏から「一人一人の
声を聞け～スポーツ界の現代的命

題～」と題する講演が行われました。
　講師からは「アスリートの成功へのカギは優れたサポートである。特
に今は医科学というものが非常に大きなスポットライトを浴びている。
おそらくこの医科学をベースに、経験豊かな指導者が、充実したスタッ
フをコントロールしてアスリートを支えることができれば、２０２０年の東
京オリンピック・パラリンピックの成果につなげることができると思う」
との話がありました。
　また、「アスリートが将来に不安を持たずに練習に打ち込めるように
するためには」との質問に対しては「アスリートが引退後に就職困難に
陥る理由として、学生時代、十分に勉強に取り組めない点がある。スポ
ーツは今非常に高度化し、多くの時間やエネルギーが必要なので、アス
リートは他のことを行う余力がない。そこで、例えば、大学生アスリー
トの場合、大学の修業期間を４年間から６年間に延長し学習期間の確保
を図る。また、小・中・高の学生には、遠征等で学校を休む場合、協会
等が家庭教師を付ける、といった支援が考えられるのではないか。アス
リートに対する教育面への支援については、今後、専門の先生も含め検
討が必要と思われる」と述べられていました。

「九州の自立を考える会」広域行政セミナー

　１１月１７日、在福岡大韓
民国総領事館の金玉彩
（キム　オクチェ）総領事
が、着任挨拶のため、朴
起準（パク　キジュン）
副総領事、趙一中（チョ
ウ　イルチュン）専門官
とともに、県議会を訪問
されました。
　中尾正幸議長は、「福岡県議会は２０１２年５月に慶尚南道議会と友好交
流協定を締結しています。友好交流の絆を強固なものにしていくため、
これまで以上に日韓友好に力を注いでまいりたいと考えていますので、
今後ともご理解とご協力を賜りますよう、よろしくお願いします」と挨
拶しました。
　金総領事は、「皆さまにお会いできて、とてもうれしく思います。これ
までは東京の韓国大使館で勤務しており、九州での勤務は初めてとなり
ます。九州と韓国の距離をもっと縮めていきたいと思いますので、どう
ぞよろしくお願いします」と挨拶されました。

在福岡大韓民国総領事が県議会を訪問

　１１月１６日、第２２５回１３都
道府県議会議長会議が大
阪市で開催され、中尾正
幸議長、佐々木徹副議長
が出席しました。
　同会議は大都市を抱え
る都道府県に共通する課
題に対処することを目的
に開かれるもので、今回

は、本県提案の「勤務獣医師の人材確保について」や、「食品ロス削減に
向けての取組を進めることについて」など１３議案について審議が行われ、
国の関係機関に要望することが決定されました。

13都道府県議会議長会議
　１１月１０日、１１日の２日間、「第
２回世界獣医師会―世界医師会
〝One Health〟に関する国際会
議」が北九州市で開催され、３１
か国から６００人を超す医師・獣医
師の皆さんが参加されました。
　１０日の開会式では、秋篠宮同
妃両殿下のご臨席を賜り、日本
獣医師会の藏内勇夫会長（自民
党県議団）が「国際会議の開催
が、人と動物が安心して共生で
きる社会の構築につながるよう
心から期待しています」と挨拶
し、会議では人と動物の共通感
染症についての講演およびパネ

ルディスカッションが行われました。また、この国際会議の機会を捉え
て、中尾議長は、歓迎の夕食会で参加の皆さんに歓迎の挨拶とともに、
本県が誇る食、文化などの魅力を述べ、本県のPRを行いました。１２日に
は、関連イベントとして「２０１６動物感謝デー in JAPAN」が開催され、
１日獣医師体験やホースセラピーなどが行われました。
　※〝One Health〟：人と動物の健康は一体的という考え

〝One Health〟に関する国際会議

　福岡県議会と友好交流促進の取決めを締結しているベトナム・ハノイ
市人民評議会からの 招聘 を受け、１１月１９日から２２日まで４日間の日程で、

しょうへい

中尾正幸議長を団長に、各会派の代表者、福岡県ベトナム友好議員連盟
の議員による友好訪問団が、ハノイ市人民評議会などを訪問しました。
　ハノイ市人民委員会ではグエン・ドク・チュン市長と福岡県とハノイ
市との環境、経済、観光等の交流について意見交換を行い、ハノイ市人
民評議会ではグエン・ゴック・トゥアン副議長と今後の両議会の交流促
進のための意見交換を行いました。
　中尾議長は、昨年度初めてハノイ市での福岡県内の高校の修学旅行が
円滑に実施できたことに対しお礼を述べるとともに「今後とも一層の交
流が図られるよう努力していきたい」と述べました。
　また、本県が運営している若者文化の発信多言語ウェブサイト「アジ
アンビート」主催の交流イベントへ参加するなど、大変有意義で充実し
た訪問となりました。

ハノイ市人民評議会友好訪問

　１２月定例会の開会日で
ある１２月１日、障害者の
皆さんが心を込めてつく
った「まごころ製品」販
売会が、議会棟１階の玄
関ホールで行われまし
た。
　この催しは、障害者週
間（１２月３日～９日）の
気運を盛り上げるため毎年開催されているもので、今回は、県内各地域
から１８施設が出店しました。中尾正幸議長や佐々木徹副議長をはじめ多
くの議員が販売ブースを訪れ、お菓子やパン、文具、手芸品、木工品な
ど、さまざまな「まごころ製品」を購入しました。

「まごころ製品」販売会
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※「ふくおか県議会だより」は新聞折り込みでお届けするほか、県の総合庁舎や各地
区の県民情報コーナー、県立美術館、県立図書館、クローバープラザ、市町村の窓
口、県内ローソン各店舗などにも置いています。

※「ふくおか県議会だより」は点字版およびデイジー版（音声版）CDも発行していま
す。ご希望の方は、県議会事務局調査課へご連絡ください。

■ 議会の庶務、経理　■ 本会議傍聴
■ 議会棟見学　など
TEL 092-643-3823
FAX 092-643-3825
E-mail  gsomu@pref.fukuoka.lg.jp

総 務 課
■ 本会議、委員会などの運営
■ 請願、陳情　■ 会議録作成　など
TEL 092-643-3827
FAX 092-643-3825
E-mail  ggiji@pref.fukuoka.lg.jp

議 事 課

■ 議案、行政施策、法令等の調査
■ 議会の広報　■ 議長会議　など
TEL 092-643-3832
FAX 092-643-3825
E-mail  gchosa2@pref.fukuoka.lg.jp

調 査 課
■ 議員提出条例の制定・改廃
■ 政策提言に係る企画支援　など
TEL 092-643-3806
FAX 092-643-3825
E-mail  gchosa2@pref.fukuoka.lg.jp

政 策 企 画 支 援 室

※次号（第22号）の発行は、５月中旬を予定しています。

議会事務局の組織と問い合わせ先

● ２月24日（金）　開　　　　　会
● ３月　３日（金）　代　表　質　問
● ３月　６日（月）　代　表　質　問
● ３月　７日（火）　一　般　質　問
● ３月　８日（水）　一　般　質　問
● ３月　９日（木）　一　般　質　問
● ３月10日（金）　一般質問・予特委
● ３月13日（月）　常  任  委  員  会
● ３月14日（火）　常任委・本会議

２月定例会のスケジュール（予定）
● ３月15日（水）　予算特別委員会
● ３月16日（木）　予算特別委員会
● ３月17日（金）　予算特別委員会
● ３月21日（火）　予算特別委員会
● ３月22日（水）　予算特別委員会
● ３月23日（木）　常 任 委 員 会
● ３月24日（金）　常任委・予特委
● ３月28日（火）　閉　　　　　会

　１月１０日、福岡
県警察年頭視閲が
福岡市のヤフオク
ドームで行われ、
中尾正幸議長や警
察委員会の中牟田
伸二委員長など多
くの議員が出席し
ました。
　視閲では、警察

官６６３人、白バイ・パトカーなどの警察車両３５台による行進や、部隊点検、
樹下尚警察本部長による訓示などが行われ、県民の安全・安心の確保へ
の決意を新たにしました。
　中尾議長は、「県議会においては、『暴力団排除』『飲酒運転撲滅』など
をはじめ、県民が安全で安心して生活できる福岡県の実現に向けた取り
組みを行っておりますが、それらの取り組みをより強固なものにするた
めにも、より一層県警察と力を合わせていかなければならない」と挨拶
しました。

平成29年福岡県警察年頭視閲
　１２月１日（日本時
間）に福岡市の「博多
祇園山笠行事」と北
九州市の「戸畑祇園
大山笠行事」を含む
１８の府県、３３の「山・
鉾・屋台行事」が、
ユネスコ無形文化遺
産に登録されたこと
を受け、１２月１８日、
登録記念式典が九州
国立博物館で行われ
ました。

　式典では「博多祝い唄（祝いめでた）」（博多祇園山笠振興会）、「五段
上げ」（戸畑祇園大山笠振興会）が披露され、中尾正幸議長は「福岡県の
宝が世界の宝になりました。この貴重な行事の魅力を内外に発信してい
くとともに、次世代に着実に継承されるようみんなで頑張っていきまし
ょう」と挨拶しました。

「山・鉾・屋台行事」ユネスコ無形文化遺産登録記念式典

　１月２０日第１５６
回全国都道府県議
会議長会定例総会
が東京都で開催さ
れ、本県議会から
佐々木徹副議長が
出席しました。
　本会は、地方が
抱える切実な課題
等について本会独
自に、また全国知事会等とともに地方六団体として政府に要請を行うほ
か、各都道府県議会の発展のため、調査・研究等を行っています。
　総会では、本会の活動に係る平成２９年度予算（案）などが審議され、
原案のとおり決定されました。このほか、「平成２９年度地方財政対策に
ついて」と題し、総務省の黒田武一郎自治財政局長による講演が行われ
ました。

全国都道府県議会議長会定例総会
　１月１６日、九州・沖
縄未来創造会議のプロ
ジェクトチーム（PT）
会議が長崎県庁で開催
され、本県議会から松
尾統章議員、大塚勝利
議員、吉武邦彦議員が
参加しました。
　このプロジェクトチーム会議は、九州各県議会議長会から九州・沖縄
未来創造会議に諮問されたテーマ「九州・沖縄が一体となった海外戦略」
について検討・協議するため、九州・沖縄未来創造会議のもとに設置さ
れたものです。
　今回の会議では、２０１９年・２０２０年に向けた観光戦略や、農水産物の輸
出戦略について協議が行われ、「オリンピック時のインバウンドの宿泊
施設は十分なのか」「農水産物の輸出先のニーズ、検疫や残留農薬基準の
情報が共有できる体制を整えたほうがよい」など活発な議論が交わされ
ました。今後、今回の会議で出された意見も踏まえ、九州各県議会議長
会への提言が取りまとめられます。

九州・沖縄未来創造会議ＰＴ会議の開催

　１月３０日「九州各県議会議員交流セミナー」が鹿児島市で開催され、
福岡県議会から２３人の議員が参加しました。
　今回は、鹿児島県長島町の井上貴至副町長による「地域づくりは楽し
い！」、総務省消防庁消防大学校客員教授日野宗門氏による「行政の災害
対応と課題」の講演のほか、熊本県議会増永慎一郎議員による「平成２８
年熊本地震発生後の対応について」の事例発表が行われ、九州各県から
参加した約１７０人の聴講者は講師の話に熱心に耳を傾けていました。
　本セミナーは、九州の県議会議員が一堂に会し、共通する政策課題等
について情報及び意見交換を行うことにより、政策提案能力その他議会
機能の充実を図るとともに、議員間の親睦を深め、共に九州の一体的な発
展と地方主権の確立を目指すことを目的に毎年１回開催されています。

九州各県議員交流セミナー
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